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№
５
６
０
（
一
九
九
四
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
５
９
１
（
一
九
九
四
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
５
６
０
（
一
九
九
四
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇

激
動
す
る
政
治
情
勢

岩
井

章

解
党
派
と
の
た
た
か
い
―
「
護
憲
・
社
会
党
を

坂
牛

哲
郎

再
生
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
」
の
任
務
―

自
民
党
よ
り
反
動
的
な
細
川
連
立
内
閣

―
コ
メ
と
消
費
税
と
「
並
立
制
」
の
三
点
セ
ッ
ト
で
社
会
党
解
体
進
む
―

社
会
党
大
会
方
針
（
案
）
と
わ
れ
わ
れ
の
課
題

―
〃
青
酸
カ
リ
を
吐
き
出
す
〃
た
め
に
最
大
の
努
力
を
―

「
社
会
の
主
人
公
」
た
る
人
間
性
と
は
―
「
学
習
の
す
す
め

、
よ
り
よ
い
社
会
実
現
の
た
め
に
①

」

国
鉄
闘
争
の
最
前
線
①
―
国
鉄
闘
争
と
中
労
委
の
位
置
―

「
護
憲
の
社
会
党
を
再
生
す
る

全
国
ネ
ッ
ト
」
総
会
報
告
①

◇
来
ひ
ん
あ
い
さ
つ

新
し
い
も
の
に
立
ち
向
か
う
べ
く
自
ら
鼓
舞

岩
井

章

◇
来
ひ
ん
あ
い
さ
つ

私
ど
も
は
労
働
運
動
を
支
え
る

吉
岡

徳
次

◇
来
ひ
ん
あ
い
さ
つ

社
会
党
の
魂
を
も
う
一
度
と
り
も
ど
す

栗
原

透

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
５
６
１
（
一
九
九
四
年
一
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

最
高
の
戦
術
は
ス
ト
ラ
イ
キ

「
賃
金
凍
結
」
ね
ら
う
財
界

―
新
た
な
政
・
財
・
官
の
ユ
チ
ャ
ク
成
立
ヘ
―

中
労
委
命
令
の
評
価
と
課
題

―
国
鉄
闘
争
の
最
前
線
―

「
ウ
ソ
つ
き
殿
・
様
」
と
赤
穂
浪
士

九
四
国
民
春
闘
を
め
ぐ
る
経
済
情
勢
―
円
高
、
不
況
、

「
リ
ス
ト
ラ
」
合
理
化
と
労
働
組
合
―

米
の
貿
易
自
由
化
、
三
つ
の
問
題
点

全
力
で
団
結
と
党
内
闘
争
を

灰
原

茂
雄

◇
奈
良
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

小
選
挙
区
法
案
は
廃
案
寸
前

「
日
ご
と
新
し
い
も
の
」
を
見
出
す
学
習
を

―
「
学
習
の
す
す
め

、」

よ
り
よ
い
社
会
実
現
の
た
め
に
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
６
２
（
一
九
九
四
年
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

連
立
内
閣
か
ら
の
離
脱
な
く
し
て
展
望
は
生
れ
な
い

資
料
１
社
会
党
は
立
党
の
精
神
に
た
っ
て
対
処
を

資
料
２
政
権
与
党
の
責
任
全
う
、
毅
然
た
る
処
分
を

資
料
３
社
会
党
中
執
の
「
処
分
方
針
」
に
つ
い
て

社
会
党
兵
庫
県
本
第
六
九
回
大
会
流
会
の
背
景
と
問
題
点

国
鉄
闘
争
支
援
の
あ
り
方
―
国
鉄
闘
争
の
最
前
線
③
―

「
護
憲
の
社
会
党
を
再
生
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
」
結
成
総
会
報
告
③

◇
縄
過
報
告
結
成
総
会
を
契
機
に
党
再
生
へ

小
峰

雄
蔵

◇
「
め
ざ
す
も
の
」
提
案
未
来
を
見
す
え
て

常
松

裕
志

◇
活
動
計
画
提
案
四
月
に
も
第
二
回
総
会

岩
垂

寿
喜
男

№
５
６
３
（
一
九
九
四
年
二
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

衆
・
参
二
十
八
人
の
待
を
激
励
し
よ
う

談
合
、
ペ
テ
ン
と
「
政
治
改
革
」
四
法
案
―
強
権
体
制
も
く
ろ
む
小
沢
・
細
川
体
制
―

や
っ
た
ア
！
小
選
挙
区
法
案
否
決
〃
―
政
界
再
編
と
社
会
党
―

日
本
国
憲
法
を
総
学
習
し
よ
う
―
「
憲
法
」
そ
し
て
九
条
と
九
二
条
―

資
料
１

三
月
に
「
国
民
集
会
」
で
運
動
も
り
あ
げ
（
全
国
ネ
ッ
ト
）

資
料
２

小
選
挙
区
法
案
否
決
は
「
民
意
」

（
千
葉
高
教
組
）

資
料
３
「
違
反
」
議
員
に
「
ケ
ジ
メ
」
を
（
社
会
党
と
連
帯
す
る
労
働
組
合
会
議
）

資
料
４

法
案
成
立
に
全
力
つ
く
せ
（
連
合
）

資
料
５

四
名
を
議
員
団
か
ら
〝
凍
結
〟
（
自
治
労
）

資
料
６

法
案
否
決
は
ま
こ
と
に
遺
憾

（
自
治
労
）

九
三
春
闘
総
括
か
ら
九
四
春
闘
ヘ

―
春
闘
の
経
済
学
①
―

「
護
憲
の
社
会
党
を
再
生
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
」
結
成
総
会
報
告
④

地
方
の
仲
間
か
ら
の
発
一
言

（
山
形
、
奈
良
、
自
治
労
）

旬
刊
社
会
通
信
の
誌
者
と
取
扱
い
者
の
皆
さ
ま
へ

№
５
６
４
（
一
九
九
四
年
二
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

消
費
税
廃
止
！
「
福
祉
目
的
税
化
」
容
認
で
き
ぬ

社
会
党
の
「
組
織
分
裂
」
始
ま
る
！

―
村
山
指
導
部
の
主
体
性
で
内
閣
離
脱
を
―

闘
い
終
っ
て
今

小
峰
雄
蔵

全
面
解
決
要
求
で
総
決
起
を

―
国
鉄
闘
争
の
最
前
線
画
―

全
面
解
決
に
む
け
「
思
い
一
つ
」
に
し
て
闘
う

―
「
北
海
道
地
労
委
勝
利
命
令
五
周
年
」
北
海
道
集
会
―

資
料
１

勝
ち
た
い
（
闘
争
団
家
族
か
ら
の
訴
え
）

◇
投
稿
◇
会
社
閉
鎖
、
首
切
り

◇
瓢
箪
（
ひ
よ
う
た
ん
）
か
ら
駒
②
◇
労
働
力
、
商
品
、
賃
金
闘
争
と
不
況

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
６
５
（
一
九
九
四
年
三
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
支
払
い
能
力
」
は
た
っ
ぷ
り
あ
る

◇
問
題
提
起
松
枝
佳
宏
（
兵
庫
）
◇

地
域
・
職
場
か
ら
「
行
動
綱
領
」
づ
く
り
を

「
新
生
・
公
明
」
の
新
々
党
に
乗
る
細
川

―
大
増
税
構
想
は
死
ん
で
い
な
い
―

行
政
訴
訟
と
闘
い
の
展
望

―
国
鉄
闘
争
の
最
前
線
⑤
―

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
な
い
か
、
わ
れ
ら
の
学
習

―
「
学
習
の
す
す
め

、
よ
り
よ
い
社
会
実
現
の
た
め
に
③
―

」

国
鉄
当
局
、
Ｊ
Ｒ
を
断
罪

―
国
労
横
浜
人
活
事
件
、
全
面
勝
利
―

◇
瓢
箪
（
ひ
よ
う
た
ん
）
か
ら
駒
③
◇
内
外
価
格
差
「
是
正
」
は
賃
下
げ
攻
撃

チ
ュ
ー
タ
ー
学
習
会
で
オ
ツ
ム
を
豊
か
に

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
６
６
（
一
九
九
四
年
三
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
護
憲
ネ
ッ
ト
」
二
つ
の
集
会
に
参
加
し
よ
う

社
会
党
右
派
い
よ
い
よ
保
守
新
党
づ
く
り
へ

―
細
川
・
小
沢
に
対
す
る
権
力
闘
争
広
が
る
―

力
を
合
わ
せ
一
万
人
希
望
退
職
反
対
の
闘
い
を
―
全
電
通
の
仲
間
か
ら
の
報
告
―

「
思
想
を
練
り
上
げ
、
判
断
力
を
養
う
」
―
「
学
習
の
す
す
め

、」

よ
り
よ
い
社
会
実
現
の
た
め
に
―

◇
問
題
提
起
◇

社
会
党
「
再
生
」
の
真
の
意
味
を
考
え
る

思
考
の
翼
を
ひ
ろ
げ
、
生
き
様
を
ぶ
つ
け
る
―
社
会
党
「
再
生
」
ヘ
の
私
の
思
い
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
６
７
（
一
九
九
四
年
三
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

日
本
の
政
治
、
そ
し
て
社
会
党

つ
い
に
出
て
き
た
「
リ
ベ
ラ
ル
新
党
構
想
」

―
基
本
政
策
と
党
名
の
変
更
が
第
一
歩
か
―

◇
瓢
箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
か
ら
駒
④
◇

過
剰
生
産
恐
慌
は
資
本
主
義
の
業
病

―
九
四
春
闘
の
経
済
学
―

歴
史
的
転
換
点
に
立
つ
労
働
運
動

―
労
働
運
動
再
生
へ
の
問
題
提
起
―

全
道
労
協
四
十
四
年
の
歴
史
に
幕

戦
後
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
の
申
し
子

―
総
評
オ
ル
グ
は
不
滅
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
６
８
（
一
九
九
四
年
四
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

国
民
統
合
化
の
先
端
に
労
働
組
合

右
派
の
新
党
構
想
に
反
撃
を
―
四
月
下
句
の
社
会
党
中
央
委
を
重
視
し
よ
う
―

◇
問
題
提
起
◇

社
会
党
員
と
し
て
生
き
残
れ
る
の
か
！

不
況
＝
恐
慌
、
連
合
労
働
運
動
の
経
済
学

外
圧
た
よ
り
の
学
校
五
目
制
で
は
ダ
メ

◇
瓢
箪
か
ら
駒
⑤
◇
経
済
学
か
ら
国
家
発
生
史
ヘ

―
九
四
春
闘
の
政
治
経
済
①
―

大
阪
高
裁
不
当
判
決
を
糾
弾
す
る
―
京
都
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
院
労
組
か
ら
の
報
告
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

誌
代
値
上
げ
の
お
願
い

№
５
６
９
（
一
九
九
四
年
四
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

春
闘
は
ど
こ
へ
ゆ
く

小
沢
・
市
川
派
の
新
々
党
攻
勢
続
く

―
「
社
民
・
リ
ベ
ラ
ル
」
新
党
は
夢
の
又
夢
―

改
憲
阻
止
を
闘
え
る
政
治
勢
力
の

確
保
、
前
進
め
ざ
す

―
「
護
憲
ネ
ッ
ト
」
当
面
の
活
動
方
針
（
九
四
・
三
・
一
九
）
―

◇
兵
庫
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇
わ
れ
わ
れ
は
前
進
す
る

―
本
岡
「
県
本
部
」
に
処
分
す
る
権
威
、
権
限
は
な
い
―

資
料
１

兵
庫
県
本
部
へ
の
査
察
要
請
に
つ
い
て
（
栗
原
富
夫
他
十
名
）

資
料
２

除
名
通
告
（
本
岡
「
県
本
部
」
通
達
七
号
）

資
料
３
「
社
会
党
・
護
憲
ク
ラ
ブ
」
の

名
称
に
つ
い
て
（

本
岡
県
本
委
員
長
）

「

集
ま
っ
た
、
語
っ
た
、
心
が
通
っ
た
―
「
が
ん
ば
れ
青
票
護
憲
派
議
員
！

政
治
を
変
え
た
い
市
民
大
集
会
」
の
記
録
①
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
誌
代
値
上
げ
の
お
願
い

№
５
７
０
（
一
九
九
四
年
四
月
二
一
日
号
）

巻
頭
言
◇

細
川
辞
任
、
新
生
・
公
明
主
導
に
対
決
を

細
川
政
府
崩
壊
前
夜
の
状
況

―
消
費
税
廃
止
は
社
会
党
の
「
生
命
線
」
―

資
料
人
間
的
な
「
共
生
」
の
社
会
を
め
ざ
し
て
（

太
陽
」
結
成
の
よ
び
か
け
）

「

新
た
な
段
階
に
入
っ
た
日
本
経
済

―
円
高
、
海
外
移
転
、
空
洞
化
―

マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
老
の
疑
問

社
会
党
員
よ
、
さ
あ
ど
う
す
る

本
当
の
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら

―
公
平
審
理
を
終
え
て
―

◇
瓢
箪
か
ら
駒
⑥
◇
古
代
国
家
成
立
の
「
内
圧
」
と
「
外
圧
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
７
１
（
一
九
九
四
年
五
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
者
の
賃
金
論

新
連
立
内
閣
は
さ
ら
に
反
動
政
治
を
推
進
す
る

―
消
費
税
反
対
を
先
頭
に
今
こ
そ
大
衆
運
動
を
―

あ
る
「
重
症
患
者
」
と
の
対
話

演
出
さ
れ
る
朝
鮮
半
島
の
「
危
機

―
本
質
は
帝
国
主
義
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
復
活

取
り
残
さ
れ
る
個
人
の
人
権
―
郵
政
労
資
の
せ
め
ぎ
合
い
の
歴
史
の
中
で
―

◇
瓢
箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
か
ら
駒
⑦
◇
大
和
政
権
、
中
央
集
権
化
の
背
景

国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
の
破
綻
明
ら
か

―
「
分
・
民
」
七
年
め
を
検
証
「
浜
頓
別
集
会
」

組
合
員
が
作
る
羊
か
ん
、
木
工
品
を
拡
め
て

―
音
威
子
府
闘
争
団
か
ら
の
心
か
ら
の
お
願
い
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
（
国
労
上
京
団
炭
鉱
節
他
）

編
集
部
だ
よ
り

№
５
７
２
（
一
九
九
四
年
五
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

イ
タ
リ
ア
総
選
挙
が
教
え
る
も
の

現
行
中
選
挙
区
で
解
散
・
信
を
問
え
！

―
社
会
党
は
羽
田
政
治
と
対
決
、
再
生
を
―

土
井
衆
院
議
長
講
演
会
に
三
千
五
百
人

―
平
和
憲
法
を
護
る
米
沢
の
集
い
―

ド
イ
ツ
社
会
民
主
覚
と
日
本
社
会
党
―
相
次
ぐ
選
挙
戦
、
そ
の
焦
点
は
―

「
魅
力
あ
る
」
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す

―
全
逓
・
全
国
青
年
代
表
者
会
議
報
告
―

闘
い
を
通
じ
た
交
流
、
学
習
が
私
た
ち
の
財
産
―
国
労
留
萌
闘
争
団
が
団
総
会
―

◇
消
費
税
パ
ン
フ
の
紹
介
◇
「
税
率
ゼ
ロ
か
、
引
き
上
げ
か
消
費
税
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
投
稿
◇

兵
庫
で
た
た
か
い
つ
づ
け
る

№
５
７
３
（
一
九
九
四
年
六
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
六
・
二
八
中
央
大
集
会
に
結
集
し
よ
う

―
Ｊ
Ｒ
労
使
紛
争
の
全
面
解
決
を
せ
ま
る
―

解
散
・
総
選
挙
を
勝
ち
取
り
社
会
党
の
再
生
を

―
中
央
委
の
成
功
と
護
憲
リ
ベ
ラ
ル
政
権
の
た
め
に

「
内
閣
復
帰
」
め
ざ
し
て
右
派
の
巻
き
返
し

―
連
合
山
岸
派
も
策
動
開
始
―

思
い
っ
き
り
主
観
的
な
感
想
と
ぼ
く
の
発
言

―
「
護
憲
ネ
ッ
ト
」
第
二
回
総
会
に
参
加
し
て
―

◇
瓢
箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
か
ら
駒
⑧
◇

氏
名
と
戸
籍
登
録
は
人
民
管
理
の
基
礎

―
天
智
、
天
武
で
古
代
国
家
は
完
成
へ
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
７
４
（
一
九
九
四
年
六
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
孫
子
」
の
兵
法
と
階
級
闘
争

羽
田
内
閣
の
自
主
的
総
辞
職
で
社
党
復
帰
か

―
あ
せ
り
出
し
た
デ
モ
ク
ラ
ッ
ツ
派
が
策
動
―

都
本
部
続
開
大
会
の
経
緯
と
展
望

◇
瓢
箪
（
ひ
よ
う
た
ん
）
か
ら
駒
⑨
◇

律
令
国
家
の
構
造

能
力
主
義
教
育
を
ど
う
越
え
る

―
日
教
組
運
動
の
現
状
と
課
題
―

拡
大
す
る
非
常
勤
雇
用

―
郵
政
に
お
け
る
非
常
勤
一
雇
用
の
問
題
点
―

リ
ス
ト
ラ
な
ん
か
に
負
け
な
い
ゾ

九
四
春
闘
の
収
支
決
算

面
白
く
な
っ
た
「
国
労
闘
争
団
ニ
ュ
ー
ス
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
７
５
（
一
九
九
四
年
六
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
風
林
火
山
」
と
社
会
党
の
ゆ
く
え

社
会
党
「
内
閣
復
帰
」
の
策
動
強
ま
る

―
山
岸
連
合
、
民
間
政
治
臨
調
、
右
派
の
動
き
急

闘
争
体
制
は
整
備
さ
れ
た
、
勝
つ
！

―
国
労
闘
争
団
全
国
代
表
者
会
議
か
ら
―

「
ふ
つ
う
の
国
」
で
進
む
憲
法
改
悪
策
動

憲
法
守
る
「
青
票
」
議
員
と
翼
賛
政
治
に
ク
サ
ビ
を
―
五
・
二
二
静
岡
集
会
開
催
さ
れ
る
―

資
料
「
ス
ト
ッ
プ
憲
法
改
悪
」
め
ざ
す
（
五
・
三
集
会
ア
ピ
ー
ル
）

◇
瓢
箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
か
ら
駒
⑩
◇
律
令
国
家
の
変
更

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
７
６
（
一
九
九
四
年
七
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
護
憲
ネ
ッ
ト
」
に
活
動
引
き
継
ぐ

―
党
建
協
が
発
展
的
に
解
消
―

「
連
立
復
帰
」
と
「
解
散
路
線
」
の
対
立
続
く

―
「
保
・
保
連
立

（
中
曽
根
・
小
沢
）
も
動
く

」

資
料
１

社
会
党
・
民
主
党
と
連
合
と
の
協
議
（
連
合
）

資
料
２
「
政
治
改
革
推
進
・
決
起
集
会
」
ヘ
の
動
員
協
力
要
請
（
民
間
政
治
臨
調
）

資
料
３
「
政
治
改
革
推
進
・
決
起
集
会
」
ヘ
の
参
加
要
請
（
連
合
）

資
料
４

羽
田
政
権
与
党
に
、
政
権
協
議
申
し
入
れ
を
（
連
合
）

資
料
５
「
連
合
政
治
・
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て

資
料
６
「
連
合
政
治
・
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
趣
意
書
注
目
さ
れ
る
日
教
組
大
会

―
政
党
支
持
、
春
闘
「
リ
ス
ト
ラ
」
中
で
―

京
都
で
も
朝
鮮
総
連
へ
の
政
治
弾
圧

「
変
質
」
連
合
と
「
階
級
性
」
の
日
経
連

三
つ
の
課
題
に
実
践
団
体
と
し
て
だ
ん
こ
行
動
―
日
経
連
の
今
後
の
活
動
方
向
―

わ
れ
わ
れ
の
学
習
は
十
分
か

―
学
習
活
動
の
強
化
に
む
け
て
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
よ
り
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№
５
７
７
（
一
九
九
四
年
七
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

二
つ
の
「
保
守
」
の
間
で

村
山
連
立
内
閣
を
支
え
る
大
衆
運
動
を

―
「
小
選
挙
区
制
」
あ
る
限
り
社
会
党
の
危
機
は
続
く
―

資
料
新
た
な
連
立
政
権
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
（

護
憲
ネ
ッ
ト

）

「

」

朝
鮮
の
「
核
疑
惑
」
騒
ぎ

―
隠
さ
れ
た
陰
謀
と
現
代
史
認
識
の
誤
り
―

不
当
労
働
行
為
と
「
文
春
」
問
題
は
一
体

―
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
言
論
封
殺
に
国
労
が
見
解
―

渦
巻
く
怒
り
・
不
安
・
不
満
・
怨
嗟

「
消
費
税
パ
ン
フ
」
ご
購
読
を
―
社
会
党
の
現
状
へ
の
三
つ
の
思
い
―

◇
投
稿
◇
求
め
ら
れ
る
私
た
ち
自
身
の
体
質
改
善

◇
瓢
箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
か
ら
駒
⑪
◇

◇
古
代
国
家
の
実
相
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
７
８
（
一
九
九
四
年
七
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
再
生
の
た
め
に
は
ケ
ジ
メ
が
重
要

自
・
社
・
さ
き
が
け
政
権
誕
生
で
大
混
乱

―
産
別
大
会
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
①
―

◇
広
島
か
ら
の
報
告
◇
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
全
国
に
拡
大
し
よ
う

―
青
票
議
員
が
広
島
に
勢
揃
い
―

出
口
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
「
リ
ス
ト
ラ
」
の
み
？

―
ナ
ポ
リ
・
サ
ミ
ッ
ト
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
現
況
―

全
日
成
主
席
の
急
逝
と
朝
鮮
情
勢

読
者
と
編
集
部
と
の
「
対
話
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
７
９
（
一
九
九
四
年
八
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇

国
労
組
合
員
、
青
票
議
員
、
社
会
党
員

社
会
党
は
「
自
衛
隊
合
意
論
」
で
解
体
か

―
第
三
保
守
党
め
ざ
す
久
保
右
派
―

勝
つ
た
め
の
法
則
と
技
術
―
『
孫
子
』
の
す
す
め
―

大
量
失
業
時
代
を
闘
う
労
働
運
動
を

―
産
別
大
会
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
②
―

村
山
政
権
の
も
と
で
我
々
は
何
を
な
す
べ
き
か

資
料
村
山
総
理
の
「
自
衛
隊
合
憲
」

発
言
に
つ
い
て
（
護
憲
リ
ベ
ラ
ル
の
会
）

労
働
運
動
再
生
へ
の
課
題

―
全
国
の
私
鉄
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ
―

◇
瓢
箪
（
ひ
よ
う
た
ん
）
か
ら
駒
⑫
◇
古
代
国
家
の
崩
壊
か
ら
武
家
政
権
ヘ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
８
０
（
一
九
九
四
年
八
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

「
自
衛
隊
合
憲
」
の
も
た
ら
す
も
の

上
野

建
一

党
全
国
大
会
に
総
力
を
結
集
し
よ
う
！

―
九
月
二
日
党
員
決
起
集
会
に
参
加
を
―

◇
全
国
党
員
の
み
な
さ
ん
へ
の
ア
ピ
ー
ル
（
護
憲
ネ
ッ
ト
）
◇

「
自
衛
隊
合
憲
」
論
反
対
！

首
相
の
自
衛
隊
論
と
社
会
党
の
と
る
べ
き
道

◇
投
稿
◇
求
め
ら
れ
る
私
た
ち
自
身
の
体
質
改
善

水
鳥
の
ス
ス
メ

―
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
形
式
論
理
―

低
コ
ス
ト
主
義
で
円
高
は
と
め
ら
れ
な
い

足
を
運
び
心
を
通
わ
せ
る

―
長
野
県
の
国
労
共
闘
運
動
―

勝
利
へ
の
意
志
統
一
は
で
き
あ
が
っ
た

―
ま
す
ま
す
広
が
る
支
援
連
帯
の
輪
―

額
に
汗
し
て
働
く
県
民
の
心
に
鼓
動
を
よ
び
お
こ
す

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
８
１
（
一
九
九
四
年
九
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

「
九
・
二
全
国
社
会
党
員
総
決
起
集
会
」
に
参
加
す
る

自
衛
隊
合
憲
か
ら
派
兵
賛
成
ヘ

―
社
会
党
は
い
よ
い
よ
解
党
―

い
ま
こ
そ
、
憲
法
九
条
を
守
り

拡
め
る
こ
と
を
訴
え
る

―
村
山
首
相
見
解
を
め
ぐ
る
憲
法
学
者
の
声
明
―

◇
社
会
党
兵
庫
県
本
「
再
生
」
に
巨
大
な
一
歩
◇

「
護
憲
社
会
党

（
通
称
）
発
足
の
「
ア
ピ
ー
ル
」

」

資
料
基
本
路
線
を
堅
持
し
村
山
委
員
長
の
発
言
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

―
立
党
の
精
神
に
立
ち
返
れ
―

◇
投
稿
◇
金
父
子
体
制
と
社
会
主
義

様
変
わ
り
し
た
全
逓
大
会

競
争
と
い
う
レ
ー
ス
を
中
止
さ
せ
る
道

「
内
に
内
に
」
か
ら
「
外
へ
外
へ
」

―
が
ん
ば
れ
！
国
労
音
威
子
府
闘
争
団
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

音
威
子
府
闘
争
団
激
励
の
旅
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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№
５
８
２
（
一
九
九
四
年
九
月
一
一
・
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
護
憲
の
新
政
治
勢
力
の
結
集
ヘ

「
大
会
資
格
委
」
の
不
当
な
決
定
に
対
し
て
強
く
抗
議
す
る

―
日
本
社
会
党
兵
庫
県
本
部
再
建
準
備
会

委
員
長
岡
崎
宏
美
―

資
料
１

第
一
号
議
案
に
対
す
る
三
十
県
修
正
案
（
全
文
）

九
・
二
全
国
社
会
党
員
総
決
起
集
会
開
く

―
熱
気
と
笑
い
に
覚
悟
秘
め
、
一
○
五
○
人
結
集

資
料
２

歴
史
的
使
命
担
う
こ
と
を
覚
悟
（
集
会
「
特
別
決
議

）」

現
情
勢
と
社
会
党
「
再
生
」
の
課
題
―
問
わ
れ
る
社
会
党
員
の
生
き
方
―

◇
地
方
行
革
攻
撃
最
前
線
か
ら
高
知
県
織
労
の
た
た
か
い
◇

労
使
慣
行
改
悪
反
対
闘
争

新
た
な
段
階
で
今
年
も
「
平
和
展
」

―
村
山
発
一
言
、
社
会
党
「
転
向
」
の
な
か
で
―

政
策
転
換
認
め
ず
―
社
党
・
広
島
県
本
部
が
反
旗

―
「
読
売
」
九
月
六
日
付
報
道
―

亀
井
さ
ん
安
全
問
わ
れ
る
の
は
日
航
だ
け
じ
や
な
い

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
５
８
３
（
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
勝
つ
た
め
に
！
五
つ
の
課
題

基
本
政
策
転
換
は
政
治
に
反
動
を
持
ち
込
む

―
社
会
党
の
九
五
年
宣
言
阻
止
闘
争
は
無
意
味
―

中
央
は
だ
め
で
も
地
方
は
元
気
だ
っ
た

―
基
本
政
策
転
換
と
私
た
ち
の
課
題
―

自
・
社
連
立
に
異
議
あ
り

〝
修
正
案
〟
提
出
者
に
心
か
ら
敬
意

―
北
海
道
新
聞
に
み
る
社
会
党
大
会
―

◇
投
稿
◇

必
要
な
「
護
憲
派
」
社
会
党
員
の
体
質
改
善

資
料
１

護
憲
の
新
た
な
政
治
勢
力
の
結
集
を
め
ざ
し
て
（

護
憲
ネ
ッ
ト
」
事
務
局
第
一
次
案
）

「

資
料
２

離
党
に
あ
た
っ
て
の
声
明

日
本
の
階
級
闘
争
、
護
憲
運
動
と
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国

―
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
を
旅
し
て
①
坂
牛
哲
郎
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
８
４
（
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
一
日
号
）
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◇
巻
頭
言
◇
「
護
憲
社
会
党
」
建
設
の
準
備
を
！
―
「
護
憲
ネ
ッ
ト
」
の
組
織
強
化
が
重
要
―

社
会
党
中
央
の
混
迷
を
促
進
す
る
右
派
「
新
民
連
」

「

」

（

、

）

資
料
１

広
島
県
本
は

護
憲

の
旗
を
高
く
揚
げ
結
集

社
会
党
広
島
県
本
大
会

委
員
長
挨
拶

資
料
２

ヒ
ロ
シ
マ
の
良
心
曲
げ
て
は
な
ら
な
い
、
臨
時
大
会
に
激
励

資
料
３
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
と
「
憲
法
の
理
念
」
に
忠
実
で
あ
り
続
け
る

（
社
会
党
広
島
「
大
会
宣
一
言

）」

資
料
４
「
消
費
税
」
に
反
対
し
、
民
主
税
制
の
確
立
を
求
め
る
特
別
決
議
（
社
会
党
広
島
県
本
）

資
料
５

上
関
原
発
に
反
対
す
る
決
議
（
社
会
党
山
口
県
本
）

資
料
６

県
本
部
と
中
央
本
部
の
一
切
の
関
係
を
凍
結
（
社
会
党
沖
縄
県
本
）

資
料
７

社
会
党
と
の
支
持
協
力
関
係
を
凍
結
（
広
島
高
教
組
）

、

（

「

」
）

資
料
８

護
憲
派

市
民
勢
力
結
集
が
政
治
変
革
の
道

新
党
・
護
憲
リ
ベ
ラ
ル

結
成
ア
ピ
ー
ル

、

（

「

」
）

資
料
９

自
衛
隊
の
軍
縮
進
め

違
憲
状
態
の
脱
却
め
ざ
す

新
党
・
護
憲
リ
ベ
ラ
ル

政
策
目
標

資
料

「
護
憲
の
新
た
な
政
治
勢
力
の
結
集
を
め
ざ
し
て
」
―
提
案
メ
モ
（

護
憲
ネ
ッ
ト
）

「

10

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
者
と
の
連
帯
が
急
務

―
日
本
の
階
級
闘
争
、
護
憲
運
動
の
課
題
②
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
５
８
５
（
一
九
九
四
年
一
〇
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

「
共
有
、
参
加
」
の
手
法
の
も
と
で
主
体
性
消
滅

「
久
保
新
党
」
幻
に
終
わ
る
か

―
山
花
・
新
民
運
、
動
き
と
れ
ず
―

◇
投
稿
◇
護
憲
の
社
会
党
の
終
焉
と
新
政
治
勢
力
の
形
成

歴
史
的
「
と
き

、
主
体
性
を
も
と
う
、
自
立
し
よ
う
！

」

資
料
１
「
新
民
主
連
合
」
の
今
後
の
活
動
展
開
（
事
務
局
メ
モ
）

資
料
２

政
界
再
編
へ
の
対
応
と
選
挙
協
力
の
対
応
（
久
保
発
言
）

団
結
権
侵
害
は
明
ら
か
、
国
は
連
や
か
な
解
決
を

―
福
岡
、
熊
本
採
用
差
別
事
件
命
令
に
国
労
が
声
明
―

百
害
こ
そ
あ
れ
存
在
意
義
な
き
中
労
委

―
国
労
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
が
抗
議
文
―

労
働
者
の
権
利
確
立
め
ざ
す

―
京
都
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
院
闘
争
支
援
集
会
―

読
書
の
す
す
め
ｌ
お
も
し
ろ
い
本
、
紹
介
し
て

◇
パ
ン
フ
紹
介
◇
「
父
を
か
え
せ
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
５
８
６
（
一
九
九
四
年
一
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
社
会
通
信
」
の
十
七
年

公
明
党
分
党
、
民
社
不
満
、
新
生
主
導
の
新
々
党

―
「
新
民
連
」
は
新
党
構
想
描
け
ず
ア
セ
リ
―

◇
「
切
り
抜
き
の
小
窓
か
ら
①
◇

民
間
政
治
臨
調
が
仕
組
ん
だ
ス
ト
ー
リ
ー

労
働
組
合
を
労
働
者
の
手
に
取
り
戻
す

―
役
員
選
挙
は
「
最
大
の
課
題
」
―

〝
異
様
〟
な
雰
囲
気
の
中
で
第
一
回
会
議

―
「
全
逓
第
一
回
全
国
青
年
代
表
者
会
議
」
報
告

資
料
新
青
年
部
運
動
の
ス
タ
ー
ト
（
全
通
青
年
部
年
間
行
動
計
画
）

◇
本
の
紹
介
◇
加
藤
多
一
さ
ん
の
新
作
児
童
文
学

『
き
こ
え
る
き
こ
え
る
ー
ぽ
う
神
物
語
』

日
本
社
会
党
を
離
党
す
る
に
あ
た
っ
て
平
井
英
司

入
党
か
ら
十
九
年
、
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
社
会
党

〝
廃
県
置
州
〟
を
提
言
、

小
沢
一
郎
流
「
地
方
分
権
」
論

現
場
労
働
者
の
意
識
の
変
化
に
注
目
を

全
国
各
地
に
運
動
拠
点
を
つ
く
り
、
結
ぶ

―
原
点
に
帰
り
、
労
働
運
動
再
生
め
ざ
す
―

「
十
・
三
○
」
国
労
団
結
ま
つ
り
に
参
加
し
よ
う

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
５
８
７
（
一
九
九
四
年
一
一
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
党
解
体
攻
撃
を
迎
え
撃
つ

久
保
新
党
は
離
党
＝
解
党
ま
で
考
え
ず

―
「
内
閣
改
造
」
で
右
派
の
懐
柔
を
は
か
る
か
―

日
教
組
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
反
対
を
修
正
で
決
定

現
情
勢
の
特
徴
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務

―
当
面
の
情
勢
を
考
え
る
―

政
界
再
編
と
憲
法
の
ゆ
く
え
（
政
界
再
編
の
構
図
）

執
行
部
辞
任
、
新
執
行
部
選
出
ヘ
！

◇
「
切
り
抜
き
の
小
窓
か
ら
②
◇

中
曽
根
「
民
活
」
の
ツ
ケ
、
バ
ブ
ル
崩
壊

護
憲
社
会
党
（
兵
庫
）
が
各
地
で
候
補
者
擁
立

―
来
春
の
統
一
自
治
体
選
勝
利
に
始
動
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

消
費
税
率
引
き
上
げ
反
対
闘
争
セ
ン
タ
ー
発
足
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№
５
８
８
（
一
九
九
四
年
一
一
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

反
消
費
税
運
動
の
波
を
つ
く
り
だ
そ
う

資
料
１

消
費
税
率
引
き
上
げ
反
対
闘
争
セ
ン
タ
ー
の
と
り
く
み

資
料
２

税
制
改
革
法
案
の
廃
案
要
求
（

反
対
闘
争
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
ー
ル

）

「

」

資
料
３

「
し
ん
ぶ
ん
護
憲

（
兵
庫
）
の
創
刊
に
あ
た
っ
て

」

新
党
へ
の
流
れ
急
―
久
保
・
新
民
連
の
策
動
進
む
―

新
党
へ
自
治
労
、
日
教
組
な
ど
も
活
発
な
動
き

国
労
の
闘
う
方
針
を
支
持
す
る
―
国
鉄
闘
争
の
最
前
線
⑥
―

ぼ
く
に
も
勇
気
が
欲
し
か
っ
た

―
父
の
支
え
に
な
り
た
い
大
串
裕
治
君
（
佐
賀
地
区
闘
争
団
家
族
）
―

常
に
大
衆
の
中
に
、
常
に
大
衆
と
と
も
に
―
社
会
党
を
め
ぐ
る
情
勢
と
任
務
①
―

◇
投
稿
◇
「
社
会
通
信
の
一
七
年
」
と
「
思
い
出
の
一
冊
」

「
読
売
新
聞
」
を
買
わ
な
い
運
動

◇
読
者
を
ふ
や
し
て

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
５
８
９
（
一
九
九
四
年
一
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
党
「
解
党
」
工
作
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務

〝
新
民
連
新
党
〟
二
一
月
結
成
に
妥
協
か
―
村
山
派
は
機
関
に
新
党
準
備
会
を
提
起
―

楽
し
い
組
織
づ
く
り
、
運
動
づ
く
り
を
―
社
会
党
を
め
ぐ
る
情
勢
と
任
務
②
―

大
江
文
学
と
「
戦
後
民
主
主
義
」
の
復
権

◇
投
稿
◇
が
ん
ば
れ
！
「
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
」

◇
「
切
り
抜
き
」
の
小
窓
か
ら
③
◇

地
方
分
権
―
「
廃
藩
置
県
」
か
ら
「
廃
県
置
州
」
ヘ

山
川
均
さ
ん
の
四
十
五
年
前
の
原
稿
発
見

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
か
ら

№
５
９
０
（
一
九
九
四
年
一
二
月
一
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

お
笑
い
芸
人
の
「
前
衛
性
」

大
原
社
研
に
向
坂
文
庫
を
訪
う

今
こ
そ
「
護
憲
社
会
党
」
の
旗
を
高
く
―
分
裂
に
備
え
討
議
な
ど
の
諸
準
備
を
―

新
民
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
失
敗

「
久
保
新
党
」
は
一
月
先
細
り
発
足
か

「
読
売
」
の
不
買
い
運
動
を

危
機
に
立
つ
日
本
の
食
料
政
策
―
農
業
に
つ
う
じ
日
本
の
現
状
を
考
え
る
―

組
合
民
主
主
義
の
確
立
を
求
め
て
―
不
満
、
要
求
で
る
支
部
運
動
が
第
一
歩
―

◇
投
稿
◇
「
離
党
」
ヘ
の
私
の
思
い

結
果
オ
ー
ラ
イ
社
会
と
ノ
ー
ベ
ル
賞

最
高
裁
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
断
罪
―
Ｊ
Ｒ
側
の
敗
訴
確
定
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
５
９
１
（
一
九
九
四
年
一
二
月
二
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

「
リ
ベ
ラ
ル
新
党
」
阻
止
に
全
力
を
あ
げ
よ
う

改
憲
論
議
誘
発
の
た
め
の
起
爆
剤
加
藤
晋
介

―
読
売
「
憲
法
改
正
試
案
」
の
狙
い
と
内
容
①

「
丸
ご
と
新
党
へ
」
が
勢
い
増
す

―
久
保
執
行
部
も
新
党
を
急
ぐ
方
向
―

資
料
１

社
会
党
解
散
は
絶
対
反
対
（
社
会
党
館
林
総
支
部
）

資
料
２

民
主
的
な
党
運
営
を
求
め
る
（
社
会
党
佐
賀
県
本
部
）

資
料
３
「
民
主
リ
ベ
ラ
ル
新
党
」
に
反
対
し
、
団
結
署
名
よ
び
か
け
（
社
会
党
神
奈
川
県
本
有
志
）

◇
山
形
・
消
費
税
廃
止
「
米
沢
市
民
の
会
」
か
ら
の
報
告
◇

不
安
の
中
の
行
動
だ
っ
た
が
、
共
感
に
勇
気
百
倍

「
護
憲
ネ
ッ
ト
」
加
盟
を
強
め
よ
う
！

―
当
面
の
攻
局
と
私
鉄
労
働
者
の
任
務
―

ど
の
職
場
も
同
じ
、
共
闘
の
条
件
は
拡
大

―
第
三
七
次
国
労
闘
争
団
東
京
常
駐
オ
ル
グ
か
ら

◇
「
切
り
抜
き
」
の
小
窓
か
ら
③
◇

郵
政
「
民
営
化
」
と
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制

―
「
協
力
し
て
か
ら
」
で
は
「
後
の
祭
」
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

政
治
講
演
会
へ
の
お
さ
そ
い


